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大和川水系西除川ブロックの当面の治水目標の設定について（概要）     

西除川 ブロック図 

西除川 
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大水川 

落堀川 

平尾小川 

西除川 狭山池ダム下流 

西除川 狭山池ダム上流 

東除川 

狭
山
池
ダ
ム 

三津屋川 

西除川放水路 



当面の治水目標の設定 

【西除川（狭山池ダム上流）】 
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 西除川流域(狭山ダム上流区域)の現状 

狭山池ダム 

三津屋川 

上条橋 

一級上流端 掘込区間 

    （一部築堤あり） 
 

西除川 

天野橋 

西除川沿川空中写真(2006年撮影） 

金剛橋 

天野大橋 

築堤区間 

金剛橋 

草沢橋 
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浸水なし 

 

 

 

 

 当面の治水目標の設定【ダム上流：現況河道における氾濫解析】 

■現況河道での氾濫解析結果 

時間雨量50ミリ程度（1/10年） 

狭山池ダム 

草沢橋 

人命への影響 

を及ぼす区間 

人命への影響 

なし区間 

上条橋 

ｴﾘｱ1 

ｴﾘｱ2 
ｴﾘｱ3 

ｴﾘｱ4 

人命への影響 

を及ぼす区間 

ｴﾘｱ1 

ｴﾘｱ2 

ｴﾘｱ3 

ｴﾘｱ4 

（狭山池ダム上流区域） 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（1洪水） 

5 



 

大 50ミリ程度 15.57 ha 18.43 ha 0.47 ha

(1/10) 25 人 18 人 0 人

74 百万円 323 百万円 0 百万円

65ミリ程度 13.90 ha 22.42 ha 1.86 ha

(1/30) 60 人 32 人 0 人

194 百万円 496 百万円 1 百万円

80ミリ程度 14.17 ha 24.55 ha 4.79 ha

(1/100) 151 人 65 人 0 人

330 百万円 1,006 百万円 8 百万円

90ミリ程度 15.50 ha 34.19 ha 10.91 ha

(1/200) 356 人 597 人 60 人

小 611 百万円 10,806 百万円 2,356 百万円

小 大

(0.5m以上）
     (浸水深3.0m以上）
     （家屋流出指数
            2.5m3/s2以上）

床下浸水 床上浸水 壊滅的な被害

危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

 当面の治水目標の設定【ダム上流：現況河道における氾濫解析】 

■現況河道（狭山池ダム上流区域）・・・時間雨量50ミリ程度で浸水被害が発生する 

                                      （危険度Ⅲについては家屋被害なし） 

 

人命への影響を及ぼす区間について時間雨
量50ミリ程度対応の河道改修を実施 

   凡 例 

面積 (ha) 

人数 (人) 

被害額(百万円) 
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人命への影響を及ぼす 

人命への影響を及ぼす 人命への影響を及ぼす 



 当面の治水目標の設定【ダム上流:50ミリ程度対応完成後における氾濫解析】 

● 河道改修による時間雨量50ミリ程度の対応を想定し、氾濫解析を実施 

● 降雨波形は中央集中型とし、時間雨量65ミリ程度、80ミリ程度、90ミリ程度の 

  3ケースを実施 

● 氾濫解析モデルは2次元不定流モデルを採用 

 

○ 氾濫シミュレーションの前提条件（狭山池ダム上流区域） 

天野大橋 
狭山池ダム 

50ミリ程度対応済み 

50ミリ程度 
未対応 

高橋 上条橋 天野橋 

草沢橋 

50ミリ程度 
対応 

50ミリ程度 
対応 

河道改修断面 

1/10（50㍉程度) 

凡例 

A-A 

B-B 

A 

A 

B 

B 
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浸水なし 

 

 

 

 

当面の治水目標の設定【ダム上流:50ミリ程度対応完成後における氾濫解析】 

■50ミリ程度対応河道での氾濫解析結果 

時間雨量80ミリ程度（1/100年） 

狭山池ダム 

草沢橋 

50ミリ程度対応 

河道想定区間 

 

家屋浸水なし 

50ミリ程度 

対応河道 

想定区間 

 

上条橋 

ｴﾘｱ1 

ｴﾘｱ2 
ｴﾘｱ3 

ｴﾘｱ4 

ｴﾘｱ1 

ｴﾘｱ2 

ｴﾘｱ3 

ｴﾘｱ4 

（狭山池ダム上流区域） 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（1洪水） 
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人命への影響 

なし区間 



大 50ミリ程度 7.72 ha 9.25 ha 0.13 ha

(1/10) 0 人 0 人 0 人

3 百万円 5 百万円 0 百万円

65ミリ程度 7.52 ha 10.84 ha 0.13 ha

(1/30) 0 人 0 人 0 人

3 百万円 6 百万円 0 百万円

80ミリ程度 6.99 ha 15.10 ha 1.20 ha

(1/100) 0 人 0 人 0 人

2 百万円 8 百万円 1 百万円

90ミリ程度 11.04 ha 25.74 ha 6.78 ha

(1/200) 304 人 524 人 53 人

小 495 百万円 9,376 百万円 2,183 百万円

小 大

(0.5m以上）
     (浸水深3.0m以上）
     （家屋流出指数
            2.5m3/s2以上）

危険度Ⅰ

床下浸水 床上浸水 壊滅的な被害

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

当面の治水目標の設定【ダム上流:50ミリ程度対応完成後における氾濫解析】 

■ 50ミリ程度対応河道（狭山池ダム上流区域） 

  時間雨量65、80ミリ程度で人命への影響を及ぼす危険度Ⅱ、Ⅲの被害が発生しない。 

当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度
対応とする。 

   凡 例 

面積 (ha) 

人数 (人) 

被害額(百万円) 
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人命への影響を及ぼす 人命への影響を及ぼす 



当面の治水目標の設定 

【東除川】 
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東除川沿川空中写真 

東除川 狭山池ダム 

大阪狭山市 

富田林市 堺市美原区 

松原市 

羽曳野市 

藤井寺市 

大阪市平野区 
南海高野線 

堂の下橋 

南阪奈道路 
近鉄南大阪線 

阪神高速松原線 

大和川 

 掘込区間 
（局所的に築堤 
 区間が存在） 

阪和自動車道 

築堤区間 
（放水路区間） 

落堀川合流点 

平尾小川合流点 

 東除川流域（東除川）の現状 
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■氾濫解析結果 （浸水深） 対象降雨：時間雨量50ミリ程度 

当面の治水目標の設定【東除川：現況河道における氾濫解析】 

①平尾小川合流点より下流部 ②平尾小川合流点より上流部 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） ※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） 

× 

破堤地点 
（右岸No.48） 

人
命
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
区
間 浸水被害なし 
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（東除川） 

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大 7.75ha 

955人 

1,532百万円 

2.50ha 

253人 

1,401百万円 

被害なし 

23.75ha 

1,807人 

3,041百万円 

5.50ha 

616人 

3,775百万円 

被害なし 

44.50ha 

3,672人 

6,389百万円 

13.25ha 

1,008人 

6,398百万円 

被害なし 

76.75ha 

6,953人 

9,964百万円 

18.25ha 

1,417人 

9,119百万円 

被害なし 

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ 危険度Ⅰ 

■現況河道（東除川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で危険度Ⅰ,Ⅱが発生する。 

凡 例 

面積 （ha） 

人数 （人） 

被害額 （百万円） 

人命への影響を及ぼす区間について、時間雨量50ミリ程度対応の河道改修を実施 

※被害額等は、被害最大となる破堤地点での破堤を 
   想定（１洪水）した被害から算定 

当面の治水目標の設定【東除川：現況河道における氾濫解析】 
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人命への影響を及ぼす 人命への影響を及ぼす 



■50ミリ対策完成河道での危険度（被害想定）を氾濫解析により確認。 

■氾濫解析の前提条件は以下のとおり。 

 ●局所的な河道改修による50ミリ対策を実施。 

 ●降雨波形は中央集中型とし、時間雨量50ミリ程度、 

   65ミリ程度、80ミリ程度、90ミリ程度の４ケース。 
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狭
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金
剛
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五
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屋
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平
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小
平
尾
川 
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下
橋 

平
尾
大
橋 

古
川
橋 

新
大
阪
橋 

さ
か
え
橋 

新
伊
勢
橋 

小
川
幹
線 

羽
曳
野
幹
線 

新
河
原
橋 

南
恵
我
之
荘
幹
線 

恵
我
之
荘
幹
線 

今
井
戸
幹
線 

落
掘
川 

近
鉄
南
大
阪
線 

高
鷲
橋 

一
津
屋
橋 

大
阪
中
央
環
状
線 

東除川 

440 340 330 320 310 300 280 270 210 170 100 75 20 
300 230 220 220 210 210 190 190 140 120 70 50 15 

上段：80ミリ程度（m3/s） 
50ミリ程度（m3/s） 

流量配分図 

A 

A’ 

80ミリ程度 
対応済み 

50ミリ程度 
対応済み 

50ミリ程度未対応 

 当面の治水目標の設定【東除川：50ミリ対策河道における氾濫解析】 

C 

C’ 

D 

D’ 

A A’ 

C C’ 

D D’ 

築堤区間 

掘込み区間 

     掘込化 
     パラペット（余裕高対策） 

B 

B’ 

現況河床高 

▽ H.W.L 

地盤の嵩上げ 
（掘込化） 

パラペット 

計画余裕高 
0.8m 

パラペット 背後地の状況 
を踏まえ決定 

現況河床高 

▽ H.W.L 

背後地の状況 
を踏まえ決定 

地盤の嵩上げ 
（掘込化） 

パラペット 

計画余裕高 
0.8m 

パラペット 
（既設） 

パラペット 

現況河床高 

▽ H.W.L 

背後地の状況 
を踏まえ決定 

地盤の嵩上げ 
（掘込化） 

計画余裕高 
0.6m 

B B’ 

現況河床高 

▽ H.W.L 

計画余裕高 
0.8m 

パラペット パラペット 



当面の治水目標の設定【東除川：50ミリ対策河道における氾濫解析】 

■氾濫解析結果 （浸水深） 対象降雨：時間雨量80ミリ程度 

× × 

× × 

× 

× 

× 

× × × × 

× 

× 

× 

× 
× 

× 
× 

× 

× × 

× 
× 

× 

× 

× × 

①平尾小川合流点より下流部 ②平尾小川合流点より上流部 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） ※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） 

（但
し
、
危
険
度 

 

） 

人
命
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
被
害 

Ⅰ 

（但
し
、
危
険
度 

 

） 

人
命
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
被
害 

（但
し
、
危
険
度 

 

） 

人
命
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
被
害 

（但
し
、
危
険
度 

 
） 

人
命
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
被
害 

Ⅰ 

Ⅰ 

Ⅰ 

※危険度Ⅱは農地 

破堤地点 
（左岸No.96） 

× 

× 

× 

左岸No.106付近の堤内地 

左岸No.126付近の堤内地 

左岸No.96付近の堤内地 

右岸No.104付近の堤内地 
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人
命
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響
な
し
区
間 

人
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へ
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影
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な
し
区
間 

人
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へ
の
影
響
な
し
区
間 



(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大 1.50ha 

0人 

1百万円 

0.75ha 

0人 

0.5百万円 

被害なし 

2.50ha 

9人 

29百万円 

1.75ha 

0人 

1百万円 

被害なし 

11.00ha 

842人 

1,091百万円 

4.50ha 

0人 

2百万円 

被害なし 

40.25ha 

3,846人 

5,503百万円 

7.25ha 

61人 

449百万円 

被害なし 

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ 危険度Ⅰ 

■ 50ミリ程度対応河道（東除川） 

  時間雨量65ミリ、80ミリ程度の降雨で人命への影響を及ぼす危険度Ⅱ、Ⅲの被害が発生しない。 

凡例 

面積 （ha） 

人数 （人） 

被害額 （百万円） 

当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度対応
とする。 

当面の治水目標の設定【東除川：50ミリ対策河道における氾濫解析】 

※被害額等は、被害最大となる破堤地点での破堤を 
   想定（１洪水）した被害から算定 
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人命への影響を及ぼす 人命への影響を及ぼす 



当面の治水目標の設定 

【落堀川】 

 

17 



 東除川流域（落堀川）の現状 

●落堀川 
・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、下流区間はパラペットが設置済み。河床勾配 
  は1/5,000程度と緩い。周辺には宅地や工場が密集している。 
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 当面の治水目標の設定【落堀川：現況河道における氾濫解析】 

■氾濫解析結果 （浸水深）・・・大和川の背水の影響による浸水被害  

対象降雨：時間雨量50ミリ程度 対象降雨：時間雨量65ミリ程度 

対象降雨：時間雨量80ミリ程度 対象降雨：時間雨量90ミリ程度 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） ※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） 

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） ※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水） 

浸水被害なし 
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未改修 未改修 

■ 現況河道（落堀川） 

 ●自己流に対しては、時間雨量80ミリ程度で改修済み。但し、大和川水位の背水の影響に 

   より時間雨量65ミリ程度で被害が発生。 

 ●現在、大和川の背水対策として事業中（未改修区間400m，改修率82.6％．H23年度末）。  

 ●東除川の落堀川合流点下流区間については、80㎜程度対応済み。 

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

被害なし 被害なし 被害なし 

0.5ha 

5人 

9百万円 

被害なし 被害なし 

3.0ha 

105人 

293百万円 

0.8ha 

11人 

92百万円 

被害なし 

6.5ha 

236人 

669百万円 

4.8ha 

83人 

668百万円 

被害なし 

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ 危険度Ⅰ 

凡例 

面積 （ha） 

人数 （人） 

被害額 （百万円） 

 当面の治水目標の設定【落堀川：現況河道における氾濫解析】 
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